
　

毎
月
第
２
・
第
４
回
目
の
資
源
ご

み
の
日
に
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
食
品

ト
レ
イ
・
古
紙
類
」
を
収
集
し
て
い

ま
す
。

　
最
近
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
食
品
ト

レ
イ
の
袋
の
中
に
収
集
で
き
な
い
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ト
レ
イ
や
、納
豆
、

カ
ッ
プ
麺
の
カ
ッ
プ
な
ど
が
ま
ざ
っ

て
い
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
収
集
す

る
食
品
ト
レ
イ
は
、
色
は
問
い
ま
せ

ん
が
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
に
限
り
ま

す
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
も
の
は

二
つ
に
折
る
と
割
れ
ま
す
。
ま
た
、

つ
ま
よ
う
じ
が
刺
さ
り
ま
す
。　

※

食
品
ト
レ
イ
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と

同
じ
袋
に
入
れ
て
お
出
し
く
だ
さ

い
。

　
１
月
１
日
か
ら
、
次
の
店
舗
で
市

の
指
定
袋
お
よ
び
粗
大
ご
み
収
集
券

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
合　
生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

ご
み
の
分
別
を

も
っ
と
も
っ
と

進
め
る
た
め
に

わ
た
し
た
ち
の
環
境
に
、
わ
た
し
た
ち
自
身
が
、
で
き
る
こ
と
。

間
違
い
や
す
い

食
品
ト
レ
イ
の
分
別

指
定
袋
の
取
扱
店
が

増
え
ま
し
た

2月は生活排水対策推
進月間です

可
燃
ご
み
の
収
集
が
有
料
の
指
定
袋
制
と
な

り
、紙
ご
み
を
は
じ
め
と
し
た「
ご
み
の
分
別
」

が
各
家
庭
で
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る

た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
指
定
袋
の
販
売
な
ど
で
得
ら
れ
た
収

益
を
利
用
し
、
市
と
し
て
環
境
の
た
め
に
で

き
る
事
業
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

事
業
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
・
ご
意
見
が
必
要
で
す
。
郵
送
・
メ
ー

ル
・Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
生
活
環
境
課
ま
で
ご
応
募
お
願
い
し
ま
す
。

戎米穀店
やました酒店
キヌ川薬局
㈱コクミンドラッグ
ストア　
シルク新泉大津薬店

戎町9-23
東助松町1-3-1
東豊中町1-4-13

池浦町1-18-36
（クレッセ泉大津内）

　川などの水の汚れのうち約８割が生活排水によるもので
あり、その影響は特に冬期に大きくなります。
　府では２月を「生活排水対策推進月間」として、生活排
水をできるだけきれいに流すよう呼びかけています。家庭
でできる生活排水対策には次のようなものがあります。
○流しの排水口に水切り袋をつける

○食用油は、流しに流さないようにする
○食器の汚れは拭き取ってから洗う
○洗剤は適量を使う
○浄化槽を正しく管理する
　一人ひとりの小さな取り組みが、大きな効果につながり
ます。みなさんのご家庭や、事業所などで取り組んでみて
ください。
　詳しくは府の生活排水に関するホームページを。
http://www.pref.osaka.jp/kankyohozen/sei-hai/　
問合　生活環境課（市役所１階３番窓口）

●プラスチック製のトレイ
（弁当や惣菜の容器など） ●納豆の容器

●カップ麺のカップ ●緩衝（かんしょう）材

「食品トレイ」の日に　  　　　　　　　　　   ごみ

水の汚れの8割が生活
排水！

店舗名
■追加された指定袋取扱店

住　所

電
化
製
品
な
ど
を
購
入
し
た
際
、

衝
撃
か
ら
製
品
を
守
る
た
め
に
付

属
し
て
い
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

※

こ
れ
ら
の
ご
み
は
「
可
燃
ご
み
」
の
日
に
、
指
定
袋
に
入
れ
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。
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指
定
袋
の
販
売
収
入
を
「
地
域
環

境
基
金
（
仮
称
）」
に
積
み
立
て
、

環
境
対
策
や
環
境
教
育
の
充
実
を
図

る
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

　
「
泉
大
津
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業
」

や
「
地
球
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
事
業
」

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
ご
意
見
は
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
、
お
よ
び
持
参
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。　

郵
送…

〒
５
９
５
ー
８
６
８
６　

（
住
所
記
載
不
要
）
泉
大
津
市
役
所
・

生
活
環
境
課

メ
ー
ル…
 kankyou@

city.izum
i

otsu.osaka.jp

持
参…

生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

市が検討している事業は以下3つのプロジェクト
①ごみ減量プロジェクト

②
低
炭
素
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
環
境
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

有価物
集団回収事業の
助成金アップ

幼稚園、小中学校に
環境教育推進のための
絵本、DVDや
図書などを
充実

全小中学校で
落葉をたい肥化

「環境教育指導員」
を配置

環境学習
副読本の
充実

環境教育の
出前講座実施

庁舎内にLED
照明を設置し、
消費電力・
二酸化炭素を
削減

幼稚園の
園庭を芝生化

全小中学校に
太陽光照明機器を

設置

高効率エネルギーシステム
（エコキュートなど）

の設置に助成

全幼稚園で
緑のカーテンを実施

全小中学校に
太陽光発電設備を導入

雨水タンク
購入を助成

生ごみ処理機購入
の助成金アップ

コンポスト購入へ
助成（※）

「資源循環型
システムモデル事業」

実施

紙ごみを減量するため、
保育所調理室に

ハンドドライヤー設置

※家庭から出る生ごみを、生ごみ処理
機で処理するモデル地区を設定し、交
流姉妹都市の日高川町にて有機質肥料
として耕作に使用します。

※手ふき用のペーパータオル
を廃止することで、紙ごみの
削減を図ります。

※コンポスト…落葉などを
　急速にたい肥化する装置

事業が決定しだい、
順次広報紙でお知らせします

※幼稚園の保護者を対象に、家庭
から出る生ごみを園において堆肥
化し、農家の協力を得て、園児が
「肥料を作り→苗を植え→収穫→
食べる」という循環型システム体
験事業を実施します。

住宅用太陽光
パネル設置
事業へ助成金

楠
幼
稚
園
の
芝
生

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」は
、

ゴ
ー
ヤ
の
葉
に
よ
る

自
然
の
カ
ー
テ
ン
。

直
射
日
光
が
入
っ
て

く
る
の
を
防
ぎ
ま
す

3 広報いずみおおつ　平成23年2月号

蜷ごみの分別をもっともっと進めるために



オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

派
遣
ラ
ン
ナ
ー
募
集

派
遣
ラ
ン
ナ
ー
募
集

昨年の大会昨年の大会

市内のコースを走るランナー（昨年の大会）市内のコースを走るランナー（昨年の大会）

　

市
で
は
、
友
好
都
市
提
携
を
結
ん

で
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
グ
レ
ー

タ
ー
ジ
ロ
ー
ン
市
で
５
月
15
日
㈰
に

開
催
さ
れ
る「
グ
レ
ー
ト・オ
ー
シ
ャ

ン
・
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
１
」

に
参
加
す
る
市
民
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

　
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
と
な
る
「
グ

レ
ー
ト・オ
ー
シ
ャ
ン・ロ
ー
ド
」
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
、
ビ
ク
ト
リ

ア
州
沿
岸
を
走
る
全
長
２
２
０
袰
に

も
お
よ
ぶ
世
界
有
数
の
美
し
い
ド
ラ

イ
ブ
コ
ー
ス
で
す
。

　
壮
大
な
コ
ー
ス
を
気
持
ち
よ
く
走

り
、
現
地
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通

じ
て
、
本
市
と
グ
レ
ー
タ
ー
ジ
ロ
ー

ン
市
と
の
友
好
関
係
を
深
め
る
交
流

を
し
ま
せ
ん
か
。

　
昨
年
は
２
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
派
遣

し
、
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
や
、
自
然

公
園
の
散
策
な
ど
、
マ
ラ
ソ
ン
以
外

に
も
大
変
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

ま
し
た
。派
遣
ラ
ン
ナ
ー
の
声
な
ど
、

詳
し
く
は
広
報
い
ず
み
お
お
つ
平
成

22
年
８
月
号
、
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

問
合　
企
画
調
整
課（
市
役
所
４
階
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

派
遣
ラ
ン
ナ
ー
募
集

５
月
の
グ
レ
ー
ト
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ロ
ー
ド
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　２月 20 日㈰に開催される泉州国際市民マラソンに、本市の友好都
市であるオーストラリア・グレータージローン市から２人のランナー
が参加します。ランナーは、胸に両市名と泉大津市のシンボルマーク
（羊）が描かれたゼッケンをつけて走りますので、沿道で暖かい声援
をお願いします。
　なお、本市内は午前 11 時 30 分ごろから正午ごろまでの間に通過
する予定です。
▷女性ランナー…ベリンダ（Belinda）さん・ ゼッケン5055番
▷男性ランナー…デイビッド（David）さん・ゼッケン57番 

５月11日㈬～18日㈬　（8日間）
　11日㈬　夜出発
　12日㈭　朝到着、ホームステイ
　13日㈮　ホームステイ
　14日㈯　ホテル泊
　15日㈰　大会当日　ホテル泊
　16日㈪　ホームステイ
　17日㈫　ホームステイ
　18日㈬　朝出発、夜到着
45kmマラソン
２人
市内在住で大会当日満20歳以上の健康な男女。
過去にフルマラソンを完走した実績があり、完走記録を提出できる人。
市が設定したスケジュールで参加可能な人。
往復の航空運賃、現地での滞在費用は負担します。ただし、任意傷害保険、
パスポート取得費用、入国査証（ビザ）取得費用、自宅から関西国際空港
までの往復交通費は各自負担
申込書に必要事項を記載し、企画調整課まで郵送または持参。
申込書は企画調整課で配布。（市ホームページからのダウンロードも可）
フルマラソン完走の記録（コピーなど）の添付が必要。
2月28日㈪　午後5時15分
市役所４階　企画調整課
申込書の内容を総合的に評価し、選考。（結果の通知は3月上旬ごろの予定）
表敬訪問など正式行事においては現地通訳が付きますが、添乗員・通訳は
同行しません

派遣期間と
滞在中の
スケジュー
ル

カテゴリー
募集人数

参加条件

参加費用

応募方法

提出期限
提出先
選考方法

注意事項

■グレート・オーシャン・ロードマラソン募集要項

毎年恒例の大会に、オーストラリア・グレータージローン市から 2人のランナーが参加します

泉州マラソンを走る
友好都市ランナーを応援しよう！

昨年の大会

市内のコースを走るランナー（昨年の大会）

友好都市のランナー 2人は、写真の黄色のゼッケンをつけて走っています

ス
タ
ー
ト
地
点

の
よ
う
す
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力 ) 0チ ャ ー スコールロゴマーヲは、 I花開く栗大津

の文化芸術l のイ メージを表i見。 5 つの花弁 I~文化活 

' 豪州派遣ランナー募集/友好都市ランナーを応爆しよう/カルチャー ・ スコール/市 ・ 府民税 蜘通じて互いに即古い、太古く広がる対話と矧

1文化フォーラム カルチャー・スコール!

歴史紀行 ふかん さ鮮
日本歴史を傭服する 

一
凶
作
遣
しf
e
b
α

「
目
皇
、
や
こ
う
?
っ
克
司
包
り
言
哉

固

古
文
書
の
新
発
見
や
厳
正
な
読
み

草
匡
史 

α
告
誼
盟

授
、
小
和
田
哲
男
氏
。 
N
H
K

大
河

込
み
で
、
戦
国
史
の
書
き
換
え
が
進

ん
で
い
ま
す
。
油
売
り
商
か
ら
一
国

一
城
の
主
に
よ
り
つ
め
た
と
い
わ
れ

る
戦
国
時
代
の
武
将
、
斎
藤
道
三
も

そ
の
一
人
。
史
料
に
そ
の
事
実
は
現

れ
ず
、
「
国
盗
り
」
は
親
子2
代
で
行

わ
れ
た
と
い
う
の
が
今
日
の
定
説
で

す
。そ

ん
な
意
外
な
史
実
を
テ
ー
マ
に

話
し
て
も
ら
う
の
が
、
戦
国
時
代
の

研
究
で
知
ら
れ
る
静
岡
大
学
名
誉
教

「
近
代
化
を
生
ん
だ
合
理
的
思
考

近
世
大
坂
の
町
と
人組

大
坂
は
江
戸
時
代
、
「
天
下
の
台
所
」
し
な
ど
、
幅
広
い
領
域
に
精
通
し
て

と
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
大
坂
城
い
ま
す
。

建
設
に
全
国
の
大
名
が
動
員
さ
れ
、
日
時 

3

月 
6

日
日
午
後 

2

時 

、

交
通
網
が
整
備
さ
れ
、
告
地
の
商
人 

3

時
却
分


が
移
住
。
人
の
往
来
や
物
資
の
流
通
場
所
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル


が
活
発
に
な
っ
て
、
自
由
な
精
神
と


合
理
的
な
考
え
方
を
重
ん
じ
る
大
阪


B
F

人
気
質
が
形
づ
く
ら
れ
た
の
で
す
。

大
坂
の
発
展
に
つ
い
て
、
大
阪
歴

史
博
物
館
長
の
脇
田
修
氏
に
話
し
て

も
ら
い
ま
す
。
大
阪
大
学
教
授
を
長

く
務
め
、
日
本
近
世
史
の
第
一
人
者
。

大
坂
の
政
治
、
経
済
や
学
芸
、
暮
ら

ド
ラ
マ
の
時
代
考
証
や
歴
史
番
組
の

解
説
で
も
お
な
じ
み
で
、
今
年
の
大

河
ド
ラ
マ

『江
」
で
も
時
代
考
証
を

務
め
て
い
ま
す
。
歴
史
こ
ぼ
れ
話
、

戦
国
武
将
と
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

の
生
き
方
を
比
較
し
た
著
作
も
多
く

あ
り
ま
す
。

日
時 

2

月
日
日
日
午
後 
2

時
1 

3

時
却
分

場
所
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

。

写
真 
/
敵
を
威
圧
す
る
奇
抜
な
戦
国
時
代
の
「
変
わ
り
兜
」

の
断
崖
を
示
す
兜
(
左
よ
)
に
は
弾
痕
が
残
る 

大
阪
城
天
守
閣
蔵
)
一
の
谷
古
戦
場

。 

(

i

市・自民1'.臥 2月 16 日捌から 3月 1 ~ 5 日附まで耐附τいます.
要です。

次の人は、 障害者控除の対象者になります。 

0前年の12月31 日での現況で、 引き続き 6 か月以上寝た

きりの人 

O精神や身体に障がいがありながら、 身体障害者手帳など

の交付を受けていない年齢6 5歳以上の人で、市の発行

する「障害者控除対象者認定書J を受けている人

なお年金受給者は、 日本年金機構などの年金資料で課税し

ますので、 配偶者控除や園民健康保険料などの控除内容に変

更のある人は期限内に申告をする必要が、あります。申告期限

後に税額を減額する申告を した場合、 年金の特別徴収が、中止

されることがありますのでごj主意ください。

申告受付時間 午前 8時45分~午後 5 時 15分(士・日曜日

を除く )

申告場所 市役所 1 階 1 01 会議室(会計課の隣)

間合 税務課市民税係(市役所1 階 9番窓口)

申告が必要な人は、 必要書類などを準備して正しく記入の

うえ、 なるべく早<済ませてください。

なお、収入がなかった人などでも、 住民税(非課税)証明

書の発行や国民年金の免除や就学援助など、の関係で申告が必

要な場合が、ありますので、 こ注意くださし、

申告が必要な人平成23年 1 月 1 日現在、本市内に住んで

いる(住んで、いた)人で、次に該当する人

悦酎員や医療費控除などを受けようとする人

。自営業、農業、その他の事業を富んでいる人 

O配当所得が、ある人 

022年中に退職、 転職した人 

0給与所得以外に所得がある人、または 2 か所以上から給

与を受けている人 

O年金や智治を受けている人 

0パートやアルバイトで」定の所得がある人 

Oその他の所得がある人

ただし、 税務署へ確定申告する人は市 ・ 府民税の申告は不

。 | 広報いずみおおつ 平成23年2月号
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●
気
象
の
状
況

　
本
市
で
の
主
風
向
は
東
の
風
（
陸

風
）お
よ
び
西
北
西
の
風（
海
風
）で
、

風
速
は
年
平
均
値
で
秒
速
２
・
８
ｍ

で
し
た
。

●
二
酸
化
窒
素

　
二
酸
化
窒
素
は
、
工
場
な
ど
の
ボ

イ
ラ
ー
や
家
庭
の
湯
沸
か
し
器
な
ど

の
固
定
発
生
源
、
お
よ
び
自
動
車
な

ど
の
移
動
発
生
源
と
、
発
生
源
が
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
工
場
な

ど
に
対
し
て
、
ガ
ス
・
灯
油
な
ど
の

良
質
燃
料
へ
の
転
換
や
低
窒
素
酸
化

物
対
策
を
指
導
し
ま
し
た
。

●
一
酸
化
炭
素

　
一
酸
化
炭
素
の
主
な
発
生
源
は
自

動
車
で
あ
り
、
市
で
は
泉
大
津
警
察

署
と
合
同
で
８
月
に
ガ
ソ
リ
ン
車
を

対
象
と
し
た
自
動
車
排
出
ガ
ス
街
頭

検
査
を
実
施
し
、
点
検
整
備
な
ど
の

啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
街
頭
検
査
の

結
果
は
ガ
ソ
リ
ン
車
検
査
台
数
50
台

に
つ
い
て
す
べ
て
適
合
し
ま
し
た
。

●
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素

　
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
は
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
の
原
因
物
質
の
ひ
と
つ
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
主
な
発
生
源
は
自

動
車
、
溶
剤
使
用
工
場
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど
で
す
。

　
自
動
車
の
炭
化
水
素
に
つ
い
て

は
、
一
酸
化
炭
素
と
同
時
に
街
頭
検

査
を
行
い
、
自
動
車
の
点
検
整
備
な

ど
啓
発
に
努
め
ま
し
た
。
街
頭
検
査

は
50
台
の
車
に
対
し
て
実
施
し
、
す

べ
て
基
準
に
適
合
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
工
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、

府
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
、
府
と
合
同
で
適
正
な

施
設
の
稼
動
を
指
導
し
ま
し
た
。

●
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
の
主
成
分
で
、
窒
素
酸
化

物
と
非
メ
タ
ン
炭
化
水
素
の
光
化
学

反
応
に
よ
り
生
成
す
る
酸
化
物
質

で
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
な
ど
の

発
令
回
数
は
、
予
報
13
回
、
注
意
報

11
回
で
し
た
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発

生
回
数
の
経
年
変
化
は
上
記
グ
ラ
フ

の
と
お
り
で
す
。

　
市
で
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
被
害

か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
予
報
な
ど

が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、
市
内
の
公

共
施
設
に
旗
な
ど
を
掲
げ
て
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
予
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
屋
外
に

出
な
い
よ
う
に
し
、
目
や
の
ど
に
刺

激
を
感
じ
た
ら
、
水
で
洗
眼
や
う
が

い
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
浮
遊
粒
子
状
物
質

　
浮
遊
粒
子
状
物
質
と
は
、
大
気
中

に
浮
遊
す
る
粒
径
が
10
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
物
質
で
あ
り
、
発

生
源
と
し
て
は
人
為
発
生
源
と
自
然

発
生
源
に
分
類
さ
れ
、
粒
子
の
性
状

（
粒
径
、
成
分
な
ど
）
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
最
近
は
単
に
量
だ
け
で
な

く
性
状
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
浮
遊
粒
子
状
物
質
濃
度
の
経

年
変
化
は
上
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で

す
。

　
主
な
大
気
汚
染
物
質
の
測
定
結
果

と
環
境
基
準
（※

「
環
境
基
準
」
に

つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
表
下
参
照
）

と
の
比
較
は
次
ペ
ー
ジ
表
の
と
お
り

で
す
。

●
自
動
車
排
出
ガ
ス
沿
道
調
査

　
市
で
は
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る

窒
素
酸
化
物
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響

を
把
握
す
る
た
め
、
大
阪
臨
海
線
松

之
浜
西
交
差
点
、
お
よ
び
国
道
26
号

板
原
交
差
点
に
お
い
て
沿
道
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
測
定
結
果
は
次

ペ
ー
ジ
表
の
と
お
り
で
す
。

　
一
般
的
に
、
二
酸
化
窒
素
な
ど
は

発
生
源
か
ら
の
距
離
と
と
も
に
減
少

し
ま
す
が
、
風
向
や
気
温
・
日
射
量

な
ど
に
よ
っ
て
変
化
す
る
の
で
、
さ

ら
な
る
デ
ー
タ
蓄
積
の
た
め
、
今
後

も
測
定
を
続
け
ま
す
。

から見た

泉大津の

空気・水・音…わたしたちを
とりまく環境の現状はどう
なっているのでしょうか。本
市では、市役所６階に設置し
ている大気汚染常時監視シス
テムで大気の状況を調査して
います。ほか、水質などにつ
いて、平成 21 年度分の調査
結果を公表します。

工場から排出されるスス
や、ディーゼル車の排出
ガスに含まれる黒煙など
の小さな固体・液体の粒
を「粒子状物質」といい、
そのうち特に小さいもの
（10 マイクロメートル以
下）を「浮遊粒子状物質」
といいます。

一
酸
化
炭
素
・
炭
化
水
素
の

排
ガ
ス
検
査
結
果
す
べ
て
基
準
内

■
大
気

■光化学スモッグ発生回数 ■浮遊粒子状物質濃度の経年変化（年平均値）（単位：回）

（単位：mg/ ㎥）

平
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Ｈ
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Ｈ
21
年
度

Ｈ
17
年
度

Ｈ
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改
善
傾
向
を
見
せ
る

市
内
５
河
川
の
水
質

■
水
質

工
場
な
ど
の
新
設
時
に
は

市
が
指
導
を
行
い
被
害
防
ぐ

■
騒
音
・
振
動

１時間値が 0.06ppm 以下で
あること

1時間値の１日平均値が0.10
㎎／㎥ 以下で、かつ、 １時間
値が 0.20 ㎎／㎥以下である
こと 

 １時間値の１日平均値が
0.04～0.06ppm までの範囲
内、またはそれ以下であるこ
と

光化学
オキシダント

浮遊粒子状
物質

二酸化窒素

昼間の１時間値が 0.06ｐｐｍを
超えた日数は107日（565時間）
で環境基準は未達成
環境基準の長期的評価に係る年間
の日平均値 2％除外値は 0.054
㎎／㎥ 、年平均値は 0.023 ㎎／
㎥ 、1 時間値の最高値は 0.556
㎎／㎥で長期的評価による環境基
準に適合
環境基準の長期的評価に係る日平
均 値 の 年 間 98 ％ 値 で 
0.042ppm、年 平 均 値 は
0.018ppmと、環境基準に適合
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市
内
に
は
八
軒
川
、
新
川
、
竪
川
、

緑
川
、
安
治
川
の
５
河
川
が
流
れ
て

お
り
、
市
で
は
こ
の
５
河
川
の
水
質

状
況
を
把
握
す
る
た
め
定
期
的
に
水

質
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
水
質

汚
濁
の
代
表
的
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｄ

（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）
の
経

年
変
化
は
上
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で

す
。

　
ま
た
、
大
津
川
の
環
境
を
守
る
た

め
、
昭
和
45
年
に
大
津
川
流
域
（
牛

滝
川
、
槇
尾
川
、
松
尾
川
、
大
津
川
）

の
本
市
、
和
泉
市
、
岸
和
田
市
、
忠

岡
町
の
３
市
１
町
で
大
津
川
水
域
水

質
保
全
対
策
協
議
会
を
作
り
、
次
の

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
津
川
の

Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
経
年
変
化
は
上
記
グ
ラ
フ

の
と
お
り
で
す
。

大
津
川
水
域
水
質
保
全
対
策
協
議
会

に
つ
い
て

①
調
査
事
業

▽
水
質
調
査
と
し
て
、
大
津
川
（
南

海
線
鉄
橋
下
）
で
年
４
回
、
お
よ

び
底
質
調
査
を
年
２
回
実
施

▽
河
川
生
物
調
査
と
し
て
、
牛
滝
川

流
域
の
４
か
所
で
実
施

②
啓
発
活
動

▽
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
悪

水
の
流
入
や
廃
棄
物
の
不
法
投
棄

の
有
無
を
確
認
。
ま
た
、
各
河
川

の
主
要
な
場
所
に
、
川
を
き
れ
い

に
す
る
よ
う
啓
発
看
板
設
置

工
場
・
事
業
場
指
導
状
況

　
本
市
の
公
共
用
水
域
へ
排
出
す
る

工
場
、
事
業
場
は
「
水
質
汚
濁
防
止

法
」、「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措

置
法
」
お
よ
び
「
大
阪
府
生
活
環
境

の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
府
と

と
も
に
工
場
・
事
業
場
に
立
ち
入
り

し
、
処
理
施
設
の
維
持
管
理
・
点
検

指
導
を
行
い
ま
し
た
。

騒
音
・
振
動
対
策

　
騒
音
・
振
動
を
防
止
す
る
た
め
、

法
律
や
条
例
に
基
づ
き
工
場
や
事
業

場
の
規
制
、
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
工
場
な
ど
の
新
設
に
あ
た
っ
て

は
、
開
発
行
為
の
事
前
協
議
に
お
い

て
特
定
施
設
な
ど
の
届
出
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
騒
音
・
振
動
防
止
に

つ
い
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
建
設
作
業
に
つ
い
て

は
、
工
事
内
容
な
ど
に
つ
い
て
付
近

住
民
へ
事
前
に
周
知
を
図
る
よ
う
届

出
の
時
点
で
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
作
業
時
間
、
作
業
方
法
、
低
騒

音
型
建
設
機
械
の
使
用
を
指
導
し
、

被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
け
る
公
害
苦
情
の
件
数

は
55
件
で
、
項
目
別
で
は
大
気
汚
染

12
件
、
水
質
汚
濁
７
件
、
騒
音
21
件
、

振
動
２
件
、
悪
臭
13
件
で
し
た
。

　
苦
情
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
気

汚
染
は
、
粉
じ
ん
６
件
、
屋
外
焼
却

が
５
件
、
そ
の
他
１
件
で
し
た
。

　
水
質
汚
濁
は
、
油
排
水
２
件
、
そ

の
他
５
件
で
し
た
。

　
騒
音
は
、
工
場
・
事
業
場
音
が
８

件
、
特
定
建
設
作
業
な
ど
が
５
件
、

そ
の
他
８
件
で
、
防
音
対
策
な
ど
の

指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
振
動
は
、
特
定
建
設
作
業
な
ど
が

２
件
で
し
た
。

　
悪
臭
は
工
場
・
事
業
場
を
原
因
と

す
る
も
の
が
９
件
、
そ
の
他
が
４
件

で
し
た
。
野
焼
き
や
小
型
焼
却
炉
の

使
用
は
、
ば
い
じ
ん
や
悪
臭
苦
情
の

原
因
と
な
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題

も
あ
る
の
で
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合　
生
活
環
境
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

■市内河川のBOD経年変化 ■大気汚染物質測定結果

■沿道での二酸化窒素測定結果（左 /松之浜西交差点、右 /板原交差点）■大津川のBOD濃度経年変化
7 月 14日 12月 9日
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7 月 15日距離
（m）

距離
（m）

12月 10日

八軒川

H17 H18 H19 H20 H21（年度）

新川

…H17年度
…H18年度
…H19年度
…H20年度
…H21年度

竪川 緑川 安治川

（単位：mg/L）

（単位：mg/L）

（
単
位
：ｐ
ｐ
ｂ
）

物質 環境基準（※） H21年度の測定結果

※環境基準とは、人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準

公
害
苦
情
55
件

う
ち
騒
音
が
件
数
ト
ッ
プ

■
苦
情
の
現
状
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蜷環境から見た泉大津のいま



　　
60
歳
以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
！　
あ
な
た
の
能
力
を
社
会
で
役
立
て
て
、
働
く
生

歳
以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
！　
あ
な
た
の
能
力
を
社
会
で
役
立
て
て
、
働
く
生

き
が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。
シ
ル
バ
ー
事
業
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
を

き
が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。
シ
ル
バ
ー
事
業
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
を

堅
持
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
知
識
・
技
能
・
経
験
を
生
か
せ
る
職
場
が
あ
り
ま
す
。

堅
持
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
知
識
・
技
能
・
経
験
を
生
か
せ
る
職
場
が
あ
り
ま
す
。

　
受
託
し
て
い
る
仕
事
は
専
門
技
術
、
事
務
、
管
理
、
折
衝
、
技
能
、
福
祉・家
事
分
野
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

　
受
託
し
て
い
る
仕
事
は
専
門
技
術
、
事
務
、
管
理
、
折
衝
、
技
能
、
福
祉・家
事
分
野
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

「
働
く
生
き
が
い
」
を
通
し
て
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
心
と
身
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。
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シ
ル
バ
ー
で
再
発
見
！

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
・
就
業
し
ま
せ
ん
か
？

　
定
年
退
職
な
ど
で
引
退
し
た
高
齢

者
も
、
ま
だ
ま
だ
元
気
で
働
き
ざ
か

り
で
す
。
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

高
齢
者
が
地
域
と
連
携
し
て
、
こ
れ

ま
で
得
た
知
識
・
技
能
・
経
験
を
生

か
し
た
臨
時
的
・
短
期
的
な
体
制
で

「
就
業
の
場
」
を
提
供
し
、
生
活
の

充
実
や
福
祉
の
増
進
と
生
き
が
い
を

目
指
す
公
共
団
体
が
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
す
。
会
員
は「
働
く
」

こ
と
を
通
し
て
、
地
域
社
会
の
一
員

と
し
て
誇
り
と
生
き
が
い
を
見
出

し
、
心
身
両
面
に
わ
た
る
健
康
の
維

持
・
増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
設
立

後
、
28
年
を
経
過
し
、
昨
年
12
月
末

で
登
録
会
員
は
１
０
２
６
人
と
な
り

ま
し
た
。

　
多
く
の
高
齢
者
が
「
福
祉
の
受
け

手
か
ら
社
会
の
担
い
手
へ
」
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
お

り
、
今
日
で
は
地
域
環
境
の
美
化
や

介
護
・
育
児
支
援
、
学
童
の
通
学
時

の
安
全
の
見
守
り
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
市
民
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
各
事
業
所
・
各
家
庭
を
は
じ

め
、公
共
機
関
な
ど
か
ら
の
受
注
で
、

厳
し
い
経
済
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
会
員
・
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
事
業
の
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
登
録

会
員
は
、
市
内
随
所
で
就
業
し
て
い

ま
す
が
、
働
く
こ
と
以
外
に
も
元
気

な
「
シ
ル
バ
ー
青
年
」
と
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
と
交
流
し
、
元
気
で
社
会

参
加
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
も
惜
し
み
な
く
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
港
湾
美
化
清
掃
で
は
毎
年
２
０
０

人
以
上
も
の
会
員
が
参
加
し
ま
す
。

ま
た
会
員
は
黄
色
の
ベ
ス
ト
を
着

て
、
市
内
各
小
学
校
を
中
心
に
児
童

の
下
校
時
に
校
区
内
を
巡
回
し
た

り
、
通
学
路
に
立
っ
て
笑
顔
で
声
か

け
を
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安

全
に
帰
宅
で
き
る
よ
う
見
守
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
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活
動
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成
16
年
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
が
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現
在
ま
で
で
、
総

計
約
４
５
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
見
守
り
会
員
は
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
に
癒
さ
れ
、
地
域
に
貢
献
し
て
い

る
こ
と
で
生
き
が
い
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
２
月
に
開
催
さ
れ
る

「
泉
大
津
市
こ
ど
も
将
棋
大
会
」
で

は
、
シ
ル
バ
ー
の
将
棋
同
好
会
の
メ

ン
バ
ー
か
ら
審
判
・
進
行
係
と
し
て

参
加
し
、
ま
た
、
上
之
町
の
お
て
ん

の
う
会
館
で
実
施
し
て
い
る
「
こ
ど

も
将
棋
教
室
」（
毎
月
第
１
・
第
３

土
曜
日
の
午
後
３
時
〜
５
時
）
で
は

指
導
も
し
て
お
り
、
世
代
間
を
越
え

た
市
民
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
60
歳
以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
！　
あ
な
た
の
能
力
を
社
会
で
役
立
て
て
、
働
く
生

き
が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。
シ
ル
バ
ー
事
業
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
を

堅
持
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
知
識
・
技
能
・
経
験
を
生
か
せ
る
職
場
が
あ
り
ま
す
。

　
受
託
し
て
い
る
仕
事
は
専
門
技
術
、
事
務
、
管
理
、
折
衝
、
技
能
、
福
祉・家
事
分
野
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

「
働
く
生
き
が
い
」
を
通
し
て
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
心
と
身
体
の
両
面
の
健
康
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　
「
シ
ル
バ
ー
に
登
録
し
て
働
き
た
い
」「
シ
ル
バ
ー
に
仕
事
を
頼
み
た
い
」
と
い
う
人
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
蕁
23
・
１
０
０
７
）
ま
で
ご
連
絡
を
！

お
役
に
立
ち
ま
す
！

地
域
の
元
気
な
高
齢
者

い
か
し
て
く
だ
さ
い

知
識
！
技
能
！
経
験
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
活
発

「
シ
ル
バ
ー
青
年
」

　市内に住んでいる 60 歳以上の健康で働く
意欲のある人、シルバー人材センターに登録
して働いてみませんか？
　毎月実施している入会説明会（新入会員研
修）を受け、センターの趣旨、仕組みなどを
理解し、入会申込書を提出します。
　登録にはセンター会費 (1,000 円 )、および
会員厚生会会費 (1,000円 )が必要です。
　ただし、センターから提供する仕事は、受
注があって初めて紹介できます。常に就業で
きるものではありません。
入会説明会日時　２月15日㈫、３月15日㈫
　いずれも午後１時30分～
場所　総合福祉センター３階第１会議室
問合　シルバー人材センター　（蕁 23・1007）

せん定作業に励むシルバー会員

子育て支援サービス

シルバーへ登録しませんか？
まずは「入会説明会」へ！
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シ
ル
バ
ー
で
請
け
負
う
お
仕
事
紹
介

お墓の掃除・お参り代行
簡単な調理や通院介助など
ちょっとした家事の援助

最近需要の多いお仕事です

　初心者向けのパソコン教室を開
催しています。基本的な操作、文
字入力などの文章作成コースと、
デジカメ活用・はがき（暑中見舞・
喪中・年賀状）作成コースの 2 つ
があり、自分専用のパソコンで学べます。
　講座は年間 8 回前後開催しており、市内在住の 55 歳以上の人な
らどなたでも参加できます。受講希望者が多く抽選になりますが、
受講料は無料。講習後は訪問指導（有料）のサポートもあります。
詳しい日程など、問い合わせはシルバー人材センターへ。

　ご好評をいただいております「包丁研ぎ特価
セール」を次のとおり行います。指定ごみ袋の
販売もしています。また、この期間は「シルバー
何でも相談コーナー」も行います。ハサミなど
の刃物研ぎや、洋服の寸法直しも受け付けます。
日時　２月 15 日㈫～17 日㈭　午前 10 時～午
後４時
場所　シルバー人材センター玄関口
料金　▷菜切包丁…400 円　▷出刃・刺身包丁
…500円

　今年５月末までに住宅用火災警報器の取り付けが
義務化されています。シルバーでは、自治会などま
とまった単位を中心に、住宅用火災警報器を安価に
あっせん・取り付けています。この機会にぜひご検討ください。

　お墓になかなか行けないという際に、シ
ルバー会員が掃除・お参りの代行をします。
線香・花を供えるなどで、ご希望に応じ作
業前後の写真を添付します。

シルバー会員以外でも参加できます。希望者はシルバー人材
センターまで電話でお申し込みを。
●リフレッシュ体操
日時　2月9日㈬　午後1時30分～3時30分
内容　いすに座っての体操、リズム運動など、心身ともに楽
しくリフレッシュ
会場　福祉センター3階第1会議室
●家庭看護
日時　3月15日㈫　午前10時～午後4時
内容　▷高齢者に多い事故と手当　▷高齢者支援に役立つ知
識と技術　▷車いすでの移動・移乗と杖歩行
会場　テクスピア大阪3階研修室
●幼児安全法
日時　3月16日㈬　午後1時～4時
内容　▷子どもに起こりやすい事故の予防と手当　▷起きや
すい事故に対する救命手当・応急手当
会場　テクスピア大阪3階研修室

こんな仕事をお引き受けします
○専門技術分野
　パソコン指導、パソコンでの資料作成・宛名印刷など
○事務分野
　経理・一般事務、毛筆筆耕、宛名書き、封入封かん、受付事務な
ど
○管理分野
　施設の監視管理、駐車場・駐輪場などの管理
○折衝・外交分野
　配達、チラシの配布など
○技能分野
　植木せん定、襖・障子・網戸の張り替え、大工・住宅用火災警報
器の販売・取り付け、左官、簡単なペンキ塗り、刃物研ぎ、洋服の
寸法直しなど
○屋内外の一般雑務分野
　工場内の軽作業、集合住宅・居宅屋内外の掃除、草刈り、草引き、
お墓の掃除、不用家具の搬出など
○家事・福祉援助サービス分野
　家庭内の掃除、洗濯、買いもの、留守番、通院介助、介添えなど
○子育て支援サービス分野
　幼児の送迎、短時間の子守り・留守番など
○小さな仕事分野
　高齢者や一人暮らしの家庭で 困っているちょっとした仕事（２
時間以内程度のもの）

　高齢者のご家庭でちょっとしたお手伝いをしています。具体的
には、足腰が弱くて思うように動けないとき、掃除や買いもの、
簡単な調理、通院の介助や薬取り、入院の付き添い・車いすでの
外出介助などです。訪問介護員２級を学んだ会員が対応します。
　その他、水回りではパッキンの取り替え・トイレタンクの水漏
れ修理、電球の交換、ペンキ塗り。大工さんや建具屋さん、電気
屋さんも、経験を生かして就業しています。

　子育て分野では、女性会員などが若いお
母さんたちのお手伝いをしています。安心
して子育てができるよう、低学年児童のお
迎えの代行や、子どもといっしょに留守番・
お散歩などのサービスを提供しています。
遊びに来ませんか？親子で楽しむ
「愛いあい広場」
　また、ワーキングプラザ戎（戎小学校跡）
では、愛いあい広場を月２回、月曜日に開
設し、親子とシルバー会員で楽しくおしゃ
べりをしています。家に閉じこもりがちな
ママさん。子連れで自由に参加できます。

住宅用火災警報機の取付

無料です！初心者パソコン教室毎回好評の包丁研ぎ特価セール

シルバーが開催するイベント・講座紹介

お迎え代行など
子育てサポート

講習会のお知らせ
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蜷シルバーで再発見！ 働く生きがい




